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１．業務実施スケジュール

業務名称：令和６年度　渡嘉敷村観光誘客受入委託業務 作成

2024年 2025年

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

0）

(1) 契約関連（締結事務手続き等） 契約

(2) 契約関連（精算業務等）
概算

精算

最終

精算

1）

(1)
観光業者向け「食の多様性」についての講座

（基礎資料製作含む）
セミナー

会議

②「観光データの基礎調査・分析について」の業務

渡嘉敷村の観光を考える会（全2回）

作業

部会

考える

会①

考える

会②

校正・

印刷 納品

(3)
「観光データの基礎調査・分析について」の業務

※ヒアリング・アンケート調査／基礎データ分析

2）

「イベント出展等のサポート」

①
９月 OZの女子旅EXPO

（東京都）
イベント

②
９月 ツーリズムEXPOジャパン

（東京都）
イベント

③
11月　離島フェア

（沖縄）
イベント

④
２月　とかしきマラソン

（沖縄）
イベント

⑤
２月　とかしきマルシェ

（沖縄県）
イベント

「PRツールの制作及び活用方法」の提案

└ PP袋（紐付き） 納品

└ ポストカード 納品

└ クリアファイル付きPPバッグ 納品

└ A2ポスター 納品

└ 村PR用ノベルティ 納品 納品

└ とかしき島MAP（日本語） 納品

└ とかしき島MAP（英語・繁体字・簡体字・韓国語） 納品

└ QRコード掲載カード 納品

└ 旅前配布用パンフレット（A４）（自主提案） 納品 納品

└ のぼり（自主提案） 納品

└ 船内POP（自主提案） 納品

(2) 「既存観光コンテンツの活用（継続）」

└ ①観光情報センターでの放映

└ ②国際通りでのストリートビジョン放映
活用

放映

(3) 「電子媒体による渡嘉敷体験ツール」

(3) ①LINEスタンププレゼント企画

②「Taview」でのアンケート調査
実施

①②

実施

③

実施

④

実施

⑤

(4) 新規自主提案

おきなわLikesでの情報発信

発信

期間

3）

(1) 実施計画書の作成

(2) 実績報告書の作成
データ

提出

(3) 支払関係及び事業完了報告書の作成
概算

精算

最終

精算

準備

準備

準備

事前調整・準備④⑤

※①と同様

出展イベントでのLINEスタンプ

プレゼント実施　※無くなり次第終了

デザイン案作成・校正・印刷

デザイン案作成・校正・印刷

発生した業務での支払は、その都度実施月内で実施

概算精算（請求・支払）の準備

来島者アンケート調査

準備

契約

渡嘉敷村観光受入体制整備

渡嘉敷村観光誘客業務

（1）-1

（1）-2

契約期間：令和６年６月２１日（金）契約締結後～令和７年３月７日（金）

事前調整・準備③

※①と同様

事前調整・準備①②

※イベントアンケート設計・プレゼント企画設計

LINEスタンプデザイン

制作・校正・納品

①村内事業者・村民向け

ヒアリング調査（二回目）

②来島者アンケート調査（継続）

①村内事業者・村民向けヒアリング調査（一回目）

②観光振興に係る基礎データ収集・分析（一回目）

準備

随時協議

事業完了

報告書

提出

発生した業務での支払は、その都度実施月内で実施

最終精算の準備

業務内容 ６月 ７月 ８月 3月10月 11月 12月 1月 2月

（２）

9月

業務実施スケジュール
令和7年3月7日

発生した業務での支払は、その都度実施月内で実施

最終精算の準備

事業完了

報告書

提出

発生した業務での支払は、その都度実施月内で実施

概算精算（請求・支払）の準備

事前調整・準備

（テーマ選定／村内食材・料理検討等）

事前調整・

準備
事前調整・準備

役場への報告・データ納品・

データの活用方法

デザイン案作成・校正・印刷

①観光振興に係る基礎データ

の収集・分析（二回目）

②来島者アンケート調査（継続）

デザイン案作成・校正・印刷

デザイン案作成・校正・印刷製本

デザイン案作成・校正・印刷製本

デザイン案作成・校正・印刷 デザイン案作成・校正・印刷

事前打合

リアル・オンライン

・メール

令和5年度再編集した日英版動画

国際通りサイネージでの放映（準備期間）

発信準備

観光情報センターにおける動画放映

上記の委員会・講座・WS・イベント出展サポートで

最も早く実施した業務内容と並行して、実施報告書作成を開始

①沖縄式円卓会議

「食の多様性」についての講座/沖縄式円卓会議の

基礎資料製作

デザイン案作成・校正・

印刷

デザイン案作成・校正・印刷

事前調整・準備

課題・テーマの抽出

着席者調整・会議参加

への周知

振返り･役

場への報告

基礎資料デザイン作成

（台割など）

デザイン案作成・校正・印刷 校正・印刷

デザイン案作成・校正・

印刷

実施計画書、実績報告書、支払関係及び

事業完了報告書の作成業務

※数回に分けての制作も可能

※数回に分けての制作も可能

※数回に分けての制作も可能

※来島者アンケートは他業務と費用調整し、確度の高い調査を実施。

参加するイベントは渡嘉敷村様と協議の上決定する

※県内3イベント、県外2イベントで実施
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（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 実施概要

観光振興計画
の位置付け

２ 快適に観光ができ、滞在できる受入体制づくり【観光客受入体制】
└（１）観光客受入体制の整備

└ ④飲食店連携に向けた取組み

６ 地域経営の視点で稼ぐ観光を実現するマーケティング・マネジメント実施
【持続可能な観光地域づくり】

└（１）観光消費額の拡大
└ ③島の農林特産品を活用した新たなワンハンド・スイーツなどの開発

内容

訪日外国人の増加によって対応を迫られることが増えた「食の多様性」。宗教上の理由から口に
できる食事に制限がある外国の方だけに限らず、日本国内の方でもヴィーガンやアレルギーなどを
理由に、食べない、食べられないものがある方の数は増えてきている。「食の多様化」に対して、対
応が複雑で難しいと考える飲食店や観光関係者が多いことや、離島での対応が難しい状況であ
ることから、「食の多様性」の詳細や、対応方法、国内での事例などを含め講座を開催する。実
施した内容が、より多くの村内事業者によって積極的に活用され、実用的な内容となるように工
夫する。当講座で実施した内容を冊子にまとめ、基礎資料を作成する。

• 講座の実施回数は提案範囲とし、その回数にした理由を明記すること
• 基礎資料A4サイズ、両面カラー、500部、ページ数は問わない
• 提案には講座の実施内容案、具体的なスケジュールも含めること
• 講師費や交通費についても見積もりに含めること

３．実施概要（観光受入体制整備）

▮ 具体的な実施内容

募集チラシ
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【配布資料】
進行次第

令和６年度 渡嘉敷村観光誘客受入委託業務 
 

渡嘉敷村『食の多様性セミナー』 

～食対応のスタートのヒントが隠れています～ 
 

進行次第 

 

  日時：令和６年２月１８日（火） 

18：00～21：00 予定 

場所：渡嘉敷村公民館 1 階大ホール 

※参加人数で場所が変更になる場合あります 

 

１．開会 

 

２．事業主体者 渡嘉敷村 観光産業課：赤嶺 孝幸（あかみね たかゆき）より事業概要説明 
   

３．話題提供者（講師）のご紹介 
 

４．前川氏による講話（詳細のタイムスケジュールは別紙参照） 
 

５．前川氏進行による試食会 

 

６．意見交換・質疑応答・振り返り等 
 

７．運営事務局より事務連絡等 
 

８．閉会 

  ※休憩を挟みながらの実施となります。 

 

■話題提供者（講師） 

EMウェルネス暮らしの発酵ライフスタイルリゾート 

副総支配人 

前川 幸輝（まえかわ ひでき）氏 

 

■司会 

運営事務局（沖縄JTB株式会社）  

山城 栄（やましろ さかえ） 

 

 

【配布資料】  

1. 本次第  

2. タイムスケジュール  

3. 本事業目的・実施方針資料（今後の予定等）  

4. OCVB 作成・多様な食対応ハンドブック  

5. 前川氏セミナー資料  

6. アンケート  

7. 肖像使用承諾書  

8. 本ワークショップリーフレット  

※その他、当日追加になる場合もございます。  
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【配布資料】

タイムスケジュール
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【配布資料】

本事業目的・実施方針資料（今後の予定等）
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【配布資料】
アンケート

2/18（火）開催 渡嘉敷村『食の多様性セミナー』 

アンケートご協力依頼 

 

本日は『渡嘉敷村「食の多様性セミナー」』にご参加いただき、誠にありがとうございました。以下のアンケートへ

のご協力をお願い致します。本アンケートは、今後のスクールやセミナー、会議の進め方はじめ本事業実施に関する

参考データとして使用することを目的としています。収集した情報を公開する場合は、匿名にて行います。 

 

お名前（任意記入）:                                          

 

１．本日のワークショップについて   ※該当するいずれかに〇をつけてください。 

a. 参加してよかった 

b. どちらでもない 

c. 参加しなければよかった 

 

2．問１について「c.参加しなければよかった」と選択された方にお伺いします。その理由をお聞かせください。 

a. 内容に興味が持てなかった 

b. 内容に不満があった 

c. その他（                                             ） 

※a～cを選んだ理由を具体的にご記入ください↓ 

 

 

 

3.今回のセミナーに参加して感じたことや良かったこと、これから取り組みたいと思ったこと等、 

該当するものに〇をつけてください（複数回答可）。 

 また、選んだ理由もお聞かせください。 

a. 多様な食への理解や基本的な知識を学べた。 

b. 渡嘉敷村で飲食店を経営する際の参考になると思った。 

c. 村内の事業者・村民同士や、村外で活躍する講師の方々との意見交換ができて、繋がりが持てた。 

d. 自分自身がこれからアクションを起こすキッカケになった。 

e. 特に何も感じなかった。 

f. その他（                                            ） 

※ a～fを選んだ理由を具体的にご記入ください↓ 

 

 

 

4．今後のセミナーや会議等について、進め方や開催時期・時間・場所のご要望があればお聞かせください。 

また、村民が参加しやすい内容、方法等、その他お気づきの点をご記入ください。 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【配布資料】
肖像権使用許諾書

肖像使用承諾書 

 

沖縄ＪＴＢ株式会社   

代表取締役 社長執行役員 桂原 耕一 殿 

 

 

私は、2025 年 2 月 18 日に令和 6 年度渡嘉敷村観光誘客受入業務「食の多様性セミナー」

参加時に撮影された私の写真画像の肖像を、沖縄ＪＴＢ株式会社が以下の条件で使用する

ことを許諾します。 

 

 

使用条件 

１．使用範囲（渡嘉敷村観光誘客受入業務） 

◆ 事業報告書への掲載 

◆ セミナー報告基礎資料 

◆ 上記を渡嘉敷村ホームページ等ＷＥＢサイト、Youtube、SNS への掲載 

 

２．期間 

◆ 期間の定めなく使用 

 

 

日付 ２０２５年   月   日              

住所                            

署名                             

■ 個人情報取扱について 

１．撮影写真、動画及び個人情報の利用目的について 

撮影写真・動画は、渡嘉敷村役場が制作する Web サイトや Youtube、SNS に利用

いたします。 

お預かりした個人情報（氏名、住所）は撮影写真・動画に関するお問い合わせ等に

利用いたします。 

 

２．撮影写真・動画及び個人情報の第三者提供について 

撮影写真・動画及びお預かりした個人情報は、法令等に基づく場合を除き、本人の

同意なく目的外利用や第三者への提供は行いません。 

 

３．撮影写真・動画の取扱いの委託について 

撮影写真・動画は、Web サイトへ掲載するため、関連会社や編集・製作会社へ提

供する場合がございます。 

 

４．個人情報の放棄について 

お預かりした個人情報（氏名・住所）は一定期間保管後に適切に破棄いたします。 

 

５．個人情報保護方針について 

当社の個人情報保護方針等については下記へお問い合わせください。 

 

６．個人情報取扱責任箇所 

沖縄 JTB 株式会社 総務企画部 総務企画 TEL０９８－８６１－１４２７ 

沖縄 JTB 株式会社 営業部  地域交流事業 TEL０９８－８６０－７７０４ 
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【講師資料】 ※一部抜粋
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【参加者リスト】

N0. 氏名 社名
本セミナーで聞いてみたい事や身につけたい事、
期待する事は何ですか？

参加可否

1 池松 来 様 Sunny Coral合同会社 ヴィーガン対応のメニュー例など 〇

2 池松 友加 様 渡嘉敷村社会福祉協議会 特になし 〇

3 山岡 晴佳 様 Moana Candy 興味あり 〇

4 大城 協子 様 シーフレンド 食に関する取り組みについて、お聞きしたいです。 〇

5 安里 伴美 様 cottage in tokashiki MIUFUYA

発酵食品に興味がありちょうど暮らしの発酵さんのセミナーを覗いてい
たところです。伏木先生の発酵スイーツの講座を受講しようかと考えた
りしてるのですが、自分で発酵食品を作っていますが、毎回主人と2人
では消費できずにいます。できれば島の食材を活用したり宿でワーク
ショップをできるまでになりたいです。

〇

6 フェヘイラ・ライス・トミエ 様 カメカメハウス 〇

7 高吉 舞 様 bonvoyage
ビーガンベジタリアンに対する知識を深めたい。どんな食材を好むのか
等

〇

8 西田 大河 様 渡嘉敷村役場 健康的な食事 〇

9 坂田 明子 様 〇

10 坂田さんの娘さん 様 〇

11 金城 肇 様 〇

12 ヨシカワ ヨシカツ 様 〇

13 金城 容子 様 〇

14 ブラン ルシール 様 〇

15 小林 茂雄 様 〇

16 泉 莉沙 様 〇

17 嶋岡 美貴 様 〇

18 クニヨシ シンノスケ 様 〇

19 小嶺 智秀 様 〇

20 小嶺 美佐子 様 〇

21 山城 淳 様 〇

合計 21
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３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

▮ 具体的な実施内容

【アンケート集計結果】

令和６年度渡嘉敷村観光誘客受入業務

2/18（火）開催 渡嘉敷村「食のセミナー」アンケート

1. 本日のワークショップについて

項目 回答数 構成比

a 参加して良かった 16 100%

b どちらでもない 0%

c 参加しなければよかった 0%

合計 16 100%

2. 問1にて「C.参加しなければよかった」と選択された方にお伺いします。その理由をお聞かせください。

項目 回答数 構成比

a 内容に興味が持てなかった 1 100%

b 内容に不満があった

c その他

合計 1 0%

※a～cを選んだ理由を具体的にご記入ください。

具体的なメニューやホテルの事例などが聞けて良かった。

3. 今回のセミナーに参加して感じたことや良かったこと、
これから取り組みたいと思ったこと等、該当するものに〇をつけてください。（複数回答可）

項目 回答数 構成比

a 多様な食への理解や基本的な知識を学べた 14 52%

b 渡嘉敷村で飲食店を経営する際の参考になると思った。 3 11%

c 村内の事業者・村民同士や、社外で活躍する講師の方々との意見交換ができて、繋がりが持てた。 3 11%

ｄ 自分自身がこれからアクションを起こすキッカケになった。 7 26%

e 特に何も感じなかった。 0%

f その他 0%

合計 27 100%

※a～ｆを選んだ理由を具体的にご記入ください。

ビーガンメニューが利用する人が多いので勉強になりました。
国や環境によって多様な食への理解や考え方があることが学べました。
昨年度、外国人脚に「肉なし」と称したメニューを出していたが、より正確な表記が必要だと感じた。
島にしんとうしていない分野なので知れて良かったです。
ベジタリアンとビーガンの違いを勉強できて良かったです。
試食の食材やハンドブックなどこれから活用できるので良かった。
食を提供している訳ではないですが、自分自身で発酵食品を作ったりしているので、これを機にまた作ってみたいと思いました。
宿泊業をはじめたばかりです。多様なニーズに応える為に自分自身が多様な価値観を養う必要があったのでとてもわかりやすい内容でした。ぜひこのような機会をまた作っていただきたいと思いまし
た。

Q4. 今後の講座や会議等について、進め方や開催時期・時間・場所のご要望があればお聞かせください。
また、村民が参加しやすい内容、方法等、その他お気づきの点をご記入ください。

具体的な調理方法や調味料など知りたい。
料理長のお話しも聞きたい。
久しぶりに参加し楽しかったです。
お家でも和風だしで料理をしてみたいと思いました。
実際に作ったり体験をできるワークショップがあれば嬉しいなと思いました。
カフェかランチでも伺いたいです。
今度、ホテルを利用させていただきたいと思いました。
セミナーで学んだ内容を深めるためにフォローアップがあると良いと思う。
試食良かったです。
ごちそう様でした。
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観光振興計画
の位置付け

１．自然との共生を目指した環境づくり【自然環境保全・活用】
└（１）環境保全の推進 ２つの取組み内容

└ ①「世界水準の海の証明」に向けた環境保全の取組み
（２）エコツーリズムの推進 3つの取組み内容
└ ①良質なエコツアープログラムの開発・実施

②渡嘉敷村の魅力活用に向けた取組み
③「持続可能な観光」を推進する協議体の組成

２．快適に観光でき、滞在できる受入体制づくり【観光客受入体制】
└（１）観光客受入体制の整備

└ ④飲食店連携に向けた取組み
⑤働く人材不足の解消に向けた取組み

３．渡嘉敷村全体を活用した四季折々の観光メニューづくり【観光コンテンツ】
└（１）観光メニューの創出

└ ①渡嘉敷村の観光資源を活用した体験メニュー・プログラムの創出・強化
②観光イベントの継続開催、及び新規の企画検討

４．渡嘉敷村の特性を活用したブランドづくり【地域ブランディング】
└（１）渡嘉敷村としてのブランディング

└ ①特産品（土産品）の開発
④地域ブランディングの構築に向けた取組み

内容

• 「豊かな自然環境や地域の特色を活かした持続可能な観光」を目指し、長期的視野に立っ
た渡嘉敷村の観光のありかたを検討するワークショップを実施する。当ワークショップは、全村
民参加型とする。ワークショップで実施した内容を冊子にまとめ、基礎資料を作成し、具体的
な構成も提案に含める。

• ワークショップの実施回数は提案範囲とし、その回数にした理由を明記すること
• 専門的なファシリテーター等の進行により、参加者も意見を発表するなど、参加型のワーク

ショップとすること
• 基礎資料A4サイズ、両面カラー、５００部、ページ数は問わない
• 提案にはワークショップの実施内容案、具体的なスケジュールも含める
• 講師費・交通費についても見積もりに含める

①実施回数は例年同様に、３回を想定。

②過年度と異なる点は、3回とも同じスタイルでのワークショップではなく、下記の通り各回異なる要素で開催。
1回目：沖縄式円卓会議スタイルで、より地域目線での議論、ファシリテートが可能な「みらいファンド沖縄」と連携開催。
2回目：「観光データの基礎調査・分析」業務の作業部会として「渡嘉敷村の観光を考える会」（２回）を開催。

Point

３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

▮ 具体的な実施内容
①沖縄式円卓会議の開催
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（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

項目 内容

目的
「豊かな自然環境や地域の特色を活かした持続可能な観光」を目指し、長期的視野に立った渡嘉敷村
の観光のありかたを検討するワークショップを実施する。

内容

＜実施にあたってのポイント＞
◆「沖縄式円卓会議」開催にあたって
1.これまで行ってきたワークショップでは…
他離島のゲスト講師を招待し、その島の講師自身の取組や事例紹介、渡嘉敷村での現状や課題を組
み合わせた、観光分野寄りのテーマを議論。また、参加する村民の中でも偏りがあり、インプットが多かった。

2.より渡嘉敷村の潜在的な課題を解決するために…
「本会議」では、沖縄・地域に密着した組織である「公益財団法人みらいファンド沖縄」と企画運営連携
を図る。過去に与那国や宮古島などの離島や、市町村の「字や区」単位での課題を議論する会議も開
催しているため、より地域目線での議論、ファシリテートに注力可能。テーマも村民の抱える課題とし、村
民へ広く募集をかける。

◆会議概要（案）
1. 司会進行ファシリテーター（案）について
・平良 斗星（たいら とうせい）氏
市民からの寄付金募り助成する、「市民コミュニティ財団」公益財団法人
みらいファンド沖縄の創立以来の理事。市民や企業の社会参画という
視点から、地域の課題解決を目指す。ここから産まれた事業として、
認知症の方々の捜索システム「ミマモライド」や、子どもたちの体験保証
プログラム「沖縄・離島の子ども派遣基金」等がある。「誰もが行きやすい
地域を考える地域円卓会議in高志保」等、司会を担当。

2. 議事録者の案について
・室伏 長子（もろふし ながこ） 氏（コトバグラフィッカーちょこ）
コトバグラフィッカー「きくひと、かくひと、はなすひと。いっしょに何かをつくるひと。
描く通訳者」として活動中。 大学進学を機に、沖縄へ移住。グラフィック
レコーディングという手法をもちいて、様々な場所を可視化する「記録係」
を行っている。地域円卓会議にて記録者を担当している。

３．実施概要（観光受入体制整備）

▮ 具体的な実施内容
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（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

項目 内容

内容

＜実施にあたってのポイント＞

◆会議概要

3.参加対象者
渡嘉敷村民（渡嘉敷村内事業者含む）

4. 会議当日の流れについて

３．実施概要（観光受入体制整備）

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備）

 

 

渡嘉敷村の 

観光と暮らしを考える 

地域円卓会議 
 

持続可能な観光振興戦略が渡嘉敷村の暮らしにもたらす効果は？ 

農業・漁業・教育・観光等様々な関係者と確認する現在地、そして未来 

 

 

実施報告書 
 

日  時： 2025 年 2 月 19 日（水）18:00-21:00（受付開始 17:30-） 

場  所： 渡嘉敷村中央公民館 1 階大ホール（沖縄県島尻郡渡嘉敷村渡嘉敷 209） 

主  催： 渡嘉敷村、令和 6 年度渡嘉敷村観光誘客受入委託業務受託会社・沖縄 JTB 株式会社 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容

【参加者リスト】

N0
.

氏名 社名 参加可否

1 安里 伴美 様 cottage in tokashiki MIUFUYA 〇

2 金城 肇 様 とかしき自然塾 〇

3 長谷 和典 様 月の翼/ホエールウォッチング 〇

4 普久原 誉也 様 商工会 〇

5 義元 得史 様 渡嘉敷小中学校 〇

6 小林 茂雄 様 〇

7 ブラン ルシール 様 〇

8 山岡 晴佳 様 〇

9 中村 様 アロハレンタ △

10 平田 春吉 様 △

11 與那嶺 茂雄 様 郵便局長 〇

12 内田 達也 様 △

13 古波蔵 善之助 様 マリンビレッジ △

14 カカズ ユウシン 様 渡嘉敷小中学校 △

15 イノウエ トモハル 様 渡嘉敷小中学校 △

15
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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３．実施概要（観光受入体制整備） （２）「持続可能な観光の企画運営」業務について

①沖縄式円卓会議の開催

▮ 具体的な実施内容
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1．渡嘉敷村観光受入体制整備

▮ ② 「渡嘉敷村の観光を考える会」全2回の開催

目的

• 渡嘉敷村における観光の現状と課題の共有
• 観光振興計画をふまえた今後の取り組みについての議論・検討
• 観光関連事業者間の連携促進
• その他、村の観光推進に係る事項の議論・検討

⚫ 会議趣旨説明

⚫ 第二次渡嘉敷村観光振興計画で示された
課題・取組の確認

⚫ 直近の観光関連データから見える
渡嘉敷村観光の現状・課題

⚫ 今後優先的に議論すべき課題・取組の検討

⚫ 議論された課題・取組に関する情報収集・
調査結果報告

⚫ 観光アンケートの状況報告

⚫ 次年度に向けた課題・取組の整理

各回の内容

１ ２2024年12月16日実施 2025年2月25日実施

⚫ 渡嘉敷村観光産業課 課長
⚫ 渡嘉敷村船舶課 課長
⚫ 国立沖縄青少年交流の家 所長
⚫ 渡嘉敷村商工会 会長
⚫ 渡嘉敷村観光協会 会長
⚫ 渡嘉敷村漁業協同組合 組合長

⚫ 渡嘉敷区長
⚫ 阿波連区長
⚫ 渡嘉敷村農業委員会 会長
⚫ 渡嘉敷村ダイビング協会 理事長
⚫ 渡嘉敷村ホエールウォッチング協会 会長
⚫ 渡嘉敷村社会福祉協議会 会長

参加者

観光に関する現状・課題を共有し、具体的な施策を検討するため、村内関係者による「渡嘉敷村の観光を考える会」を
2回開催し、意見交換を行った。

1. 島内ヒアリングで得られた課題について

⚫ 「海以外」や「食」の活用による、新たな体験・コ

ンテンツの提供について

－ 宿泊につながるもの （例：星空の活用）

－ 閑散期対策になるもの （例：教育旅行）

⚫ 来島者の増加による自然環境への影響と対策

2. アンケートから得られた結果について

⚫ 来島者の属性・目的・動向からみるニーズや可

能性について

⚫ 販売機会ロスの解消に向けた取り組みの方向

性

1. 来訪者層の変化について
これに伴う、渡嘉敷村やご自身の事業における
課題や対応

2. 観光消費額について
これに伴う、渡嘉敷村やご自身の事業における
課題や対応

3. その他自然環境、生活環境に関する課題や対
応など

4. 渡嘉敷村観光アンケート調査（案）について

意見交換の内容

（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について
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1．渡嘉敷村観光受入体制整備

▮ ー観光振興の方向性、位置付け等の整理

観光客アンケートの

実施について

・ 外国の方にも回答を促す仕組みが必要。インセンティブ等も検討したい

・ アンケートの通年化によって、季節ごとの傾向なども見えてくるのではないか

観光の現状
・ 日帰りが多すぎる。島にお金が落ちる方法をこの席で話し合ってはどうか

・ 那覇に泊っている日帰り客を留めたい

新たな体験コンテン

ツの開発

・ 宿泊につながる夜や早朝の体験コンテンツを考えている。村内の他の宿泊施設に泊まっている

方も利用できると島全体としてアピールできる。一緒に考えて盛り上げていくことが出来ないか。

ツアーをしたい事業者と地元の事業者がウィンウィンになる。

・ 星空や日の出が美しいのでジャグジーバスを設置して水着で楽しめるようにしてはどうか。冬だと

温まりたいというニーズがある。

・ 新たな体験コンテンツの開発・提供は村内の事業者が行い、ターゲット層の検討や、パッケージ

化などを観光協会が務めるべきでは

・ 県の事業で離島交流促進事業を10年前から行っている。昨年一度途切れたが今年から再

開した。小学生対象の体験プログラムを観光協会で集めて造成している。一般への販売はま

だできていない。団体向けのプログラムだ。教育旅行の内容となっている。県からの自立も考え

ている

・ 閑散期のメインターゲットが教育旅行であった。実際に事業者でもそのキャッシュがあるからGW

の資金繰りが回る。子どもが減っているため、学校教育のあり方も変わり、呼び方が変わってい

る。括弧書きではない形で入れていただけると力を入れやすい

フェリーの活用

・ 宿泊客が優先的にフェリーの予約ができる仕組みがあれば、フェリーが取れなくて宿泊を断念す

る機会損失を防げるのでは

・ 繁忙期でも住民が利用できるよう、座席の確保が必要ではないか

・ 島外客の環境協力税を引き上げてもよいのではないか

その他

・ 外国語に慣れていない。ガイドに外国語を話せる人もいるが数が少ないことが課題か。利用者

の2/3近くが外国人になることもある

・ 資格のいらないシュノーケリングは外国人の利用もあるのではないか。シュノーケリング専門の会

社などは結構受け入れていたのではないか。事業者ごとにターゲット設定が課題となる。

・ 2024年に国交省からガイドラインが発表され、宿泊事業者が宿泊客を体験場所へ送迎する

ことが可能と明確化された（事務局より）

第1回 渡嘉敷村の観光を考える会で出された主な意見

第2回渡嘉敷村の観光を考える会資料（抜粋）

（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について
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▮ ー観光振興の方向性、位置付け等の整理

第2回渡嘉敷村の観光を考える会資料（抜粋）

1．渡嘉敷村観光受入体制整備

第2回 渡嘉敷村の観光を考える会で出された主な意見

情報発信について

・ 渡嘉敷村アプリの活用をはかってはどうか。

・ 船内で流しているトカシキメイドの動画をYouTube等でも放映したり、通販等と組み合わせたりして、より

消費につなげられないか。

・ 渡嘉敷村が舞台となった映画『パシフィック・マザー』が公開された。今後、村の観光PRにつなげていきたい。

閑散期対策

・ 以前は、交流の家で研修を受入れていたが、受講者の確保が年々難しくなった経緯がある。船舶免許

講習やデジタルデトックスなど、島の環境を活かした研修なら今後取り組める可能性がある。

・ 海外教育旅行の受入については、商工会で検討を始めたところ。

今後の体制について

・ 誰が島の観光を体系づけて取り組んでいくのか、明確にする必要がある。

・ 観光振興計画に基づく、村の観光振興の全体像を整理する必要がある。

・ まずはイベント的に取り組むことから始め、村内での宿泊滞在に向けて取り組んでいるというメッセージを打

ち出していきたい。

・ 先進地に視察に行くなど、共通の成功イメージを持って取り組む必要がある。

その他

・ フェリーの予約時に宿泊を促す情報の出し方や、宿泊者が優先してフェリーの予約ができる仕組みなどを

検討するべきだ。

・ 村の清掃・ごみ処理等にかかっているコストなども考慮しながら、環境協力金の引き上げを検討するべきだ。

（２）「持続可能な観光の企画運営」業務について
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▮ 「持続可能な観光の企画運営・ワークショップ」 基礎資料制作について

項目 内容

目的 講座で実施した内容を冊子にまとめ 、基礎資料を作成する。

内容

＜基礎資料制作にあたってのポイント＞
■基礎資料は村内関係者（住民、事業者）にとって、広報誌要素の強いと資料と位置づけるため、イ

ラストや図表などを用いるなど、わかりやすい内容を心掛ける。また、本事業の報告書（振り返り資
料）や当該年度の参加者が、まわりに説明しやすく、周りをイベントに巻き込みやすくなる（動機づ
け）要素を持っている。今年度も本考え方は踏襲する。

■今年度の事業目的やポイントを、分かり易く明確に記載する。
■マニュアル本の位置づけである一方、本事業の報告書（振り返り資料）や当該年度の参加者が、ま

わりに説明しやすく、周りをセミナー参加に巻き込みやすくなる（動機づけ）要素を持っている。
■講座中にあがった、参加者からの意見や声を多く記載する。
■基礎資料 A4サイズ、両面カラー、8ページ以上 500部

＜その他＞
・ 基礎資料・の内容、構成については渡嘉敷村と協議の上で決定する。

・タイトル
・イメージ写真など ・ゲスト講師紹介

・講座の様子
・受講生コメント

■表紙 ■食のセミナー

〈台割案〉

３．実施概要（観光受入体制整備）
（２）「持続可能な観光に役立つ企画運営」業務について
（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座

・沖縄式円卓会議の様子

■沖縄式円卓会議

■沖縄式円卓会議

・センターメンバーから
のフィードバック
・グループワークからみ
えてきた事・円卓会議か
らみえてきた事等
・参加者コメント

■食のセミナー

・質疑応答
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▮ 基礎資料制作

（２）「持続可能な観光に役立つ企画運営」業務について
３．実施概要（観光受入体制整備）（１）観光業者向け「食の多様性」についての講座
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内容

➀渡嘉敷村の観光の現状を把握するため、村内事業者および村民に対しアン
ケート調査やヒアリング等を実施する。

②観光施策の検討に必要となる基礎データの収集・分析を、渡嘉敷村が主体的
に行えるように、既存の基礎データ集を検証し、分析方法等の助言を行う。
（※基礎データ：定期船発券データ 他）

➂「第二次渡嘉敷村観光振興計画」・「慶良間諸島国立公園ステップアッププロ
グラム2025」等の上位計画を把握し、渡嘉敷村の観光振興の方向性、位置づ
け等を整理する。

▮ 実施概要

▮ 実施スケジュール

昨年度策定された渡嘉敷村観光振興計画の推進に向けて、観光データを分析・モニタリングするとともに事業者・
住民の意向を把握することで課題抽出や機会発見をはじめ、村の持続可能な観光マネジメントを前進させることが重
要です。
観光振興計画策定時にフォーマット化されたデータ類を基盤として、専門家によるデータ収集・分析のノウハウを共有
します。
また、渡嘉敷村の観光振興の今後の方向性、位置づけの整理にあたっては、観光振興計画を核とし、重要度や

優先度の高い取組みについて協議する場を設け、まとめていくことが重要と考えます。

Point

▮ 実施ポイント

仕様書より

（３）観光データの基礎調査・分析について

３．実施概要（観光受入体制整備）
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▮ 仕様内容

（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

① 渡嘉敷村の観光の現状を把握するため、村内事業者および村民に対しアンケート調査やヒアリング等を実施
する。

② 観光施策の検討に必要となる基礎データの収集・分析を、渡嘉敷村が主体的に行えるように、既存の基礎
データ集を検証し、分析方法等の助言を行う。
（※基礎データ：定期船発券データ他）

③ 「第二次渡嘉敷村観光振興計画」・「慶良間諸島国立公園ステップアッププログラム2025」等の上位計画を把
握し、渡嘉敷村の観光振興の方向性、位置づけ等を整理する。

▮ 業務実施スケジュール

業務内容
スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

① 村民・事業者ヒアリング

②-1 基礎データの収集・分析

②-2 来訪者アンケートの実施

③ 観光振興の方向性、位置づけ等の整理

渡嘉敷村の観光を考える会

（随時）

設計

課題整理

実査・集計

第1回★ 第2回★

▮ 業務①ー村内事業者・住民ヒアリング調査

目的
1. 観光客の属性・動向の把握を、日常的に観光客と接する方を通して定性的に行う。
2. 事業者・村民目線での課題認識を通して、観光振興の推進にあたっての施策検討につな

げる。

実施手法
• 対面ヒアリング
※観光振興計画策定時のアンケート回収状況や、例年複数のアンケートが発出されている

状況を鑑み、本業務ではアンケートは実施せず代表的な方へのヒアリングとした。

調査対象

• 経済団体 (一社)渡嘉敷村観光協会、渡嘉敷村商工会、渡嘉敷村漁業協同組合

• 宿泊施設 国立沖縄青少年交流の家、カメカメハウス、ケラマバックパッカーズ

• 飲 食 店 Sunny Coral、Spare Time

• 体 験 （Sunny Coral、アイランズトリップ、マリンハウス阿波連）

• 交 通 渡嘉敷村船舶課

• 住 民 渡嘉敷区長、阿波連区長、琉球新報通信員

調査内容

＜事業者向け＞

• 事業の動向（売上同行、客数、稼働率、単価等＜対前年比＞）

• 観光客の動向（属性、来訪形態、繁閑など）

• 事業の課題（短期・中長期）

• 今後の見通し（事業の見通し、誘客や満足度向上のために取り組んでいること）

• その他（観光振興に係る課題認識：事業環境・自然環境等）

＜村民向け＞

• 観光客の動向（観光客とふれあう機会、内容、課題等）

• 観光振興の実感・意向（村の活性化状況、観光への期待、今後の意向・必要なこと）

• その他（観光振興における課題認識：生活環境、自然環境等）
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

▮ヒアリング結果（概要）

• 外国人の増加によって困っていることは特にない。

• 外国人消費動向を知りたい。

• インバウンド対応できる一部の宿泊施設や飲食店
の水産品需要は高まっているのでは。

• ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ来訪を望まない方も。

• 外国の方も多い（中華系・欧州・豪州など）。海
目的の方が多いが、来日前から目的地になるよう
なPRが必要。

• ホエールウォッチングは外国人（特にアジア系）は
ﾘｽｸ高、日本人を優先したい。

• 欧米系が増えた印象。島内でも世代交代が進み、
インバウンドの受入に慣れてきた。

• マリンアクティビティは日本人の利用が多い。最近
はシニアも増えており、安全管理に気を付けている。

• インドや中南米など、幅広い国から来訪が見られ
る。

• 2024年は天候にも恵まれ、ピーク期が長かった。
天候による部分も大きく、この数値を基準にすべ
きではない。

• 船が混雑しているが、きちんと事前予約すれば乗れ
ないことはない。高齢者が困らないようにすることが
重要。

• 宿泊者を優先予約する仕組みがあっても良い。

• マナー問題が懸念。ダイビング船の航行範囲など確
認が必要。

• 来島してもほとんど消費しない方がいる（外国人）。
人数が消費拡大につながっていない。

• ターミナルでのお土産販売や、島アプリでのお土産
情報発信の強化が必要。

• 環境協力税をもっと支払いたい、その分清掃・美化
をしっかりしてほしいという意見も。

• レンタサイクル事業を開始する。（島内移動の課
題）

• 人数と単価は意見が分かれるが、島の規模的に単
価が重要。

• ガイド時間を長くしたり、複数の体験申込を促した
い。

• 航空券代の高騰により、沖縄旅行に求める水準が
高まっていくのではないか。

• 単価を上げて多少稼働率が下がっても、売上は変
わらない。客層が良くなるので、価格は引き上げて
いきたい。

• 夏場は何もしなくても観光客が訪れるが、公共シャ
ワー・公衆トイレ、ごみ箱などのインフラが整っておら
ず、満足度が伴っていないのではないか。

• シニアのマーケットが増えていくので、誘客に取り組
んでも良い。琉球王朝の時代に作られた古井戸な
ど、地域ならではの資源はまだまだある。

来島状況・誘客（国内・海外） 消費単価向上の方向性について

⚫ 訪日外国人の増加は感じているものの、消費に結びついていない点が課題となっている。

⚫ 特にインバウンドで全く消費しない層の存在が指摘されており、体験の充実や食事の提供の必要性が感
じられている。インバウンドの受入体制にばらつきがあることもあり、事業者によっては、国内客の受付を
優先している場合も見受けられる。

⚫ 地域資源の活用に関しては、海以外の活用やナイトコンテンツ、お土産の生産・販売に関する課題が見ら
れる。

⚫ 島の魅力をより訴求するプログラムの高付加価値化や利便性の向上への取組みが進んでいる。

⚫ 新たなターゲット層としてシニアを検討する事業者が、「海以外」や食の活用を検討している。

⚫ 島外のマリン事業者によるマナー問題や、電動キックボードのケガなど、安全・環境への影響も懸念され
ている。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

▮ヒアリング結果（概要）

地域資源の活用について その他課題など

• 水揚げの見学や体験型プログラムは閑散期対策になりうるのでは。

• 土産物は一部供給不足が生じていると思われる。

• ECや共同店などにより小規模事業者にできる販路拡大が必要
だと思う。

• 国立公園を活かし、慶良間諸島全体での方向性を示す必要が
ある。

• 加工品を島内の他の店で販売するなど、相互に流通させ「島の
名物」を作り出したい。

• 慶良間諸島国立公園のコンセプト「リトリート」を活かしたい。

• 生態系に配慮したﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞの提供に向け自主ﾙｰﾙ策定。
後発として高付加価値路線で。

• 宿泊を伸ばすために夜の体験を提供したい。陸上のプログラム
にはまだポテンシャル有。

• 島の暮らし知識の継承が課題。

• グラスボートを活用したい。泳がない方（シニア・子ども・外国
人など）も楽しめる。一定の人数が必要なので、港などで集客
する仕組みがあれば。

• 海以外の魅力が必要だが、ハブがいるのでウォーキングもおす
すめしづらい。

• 海以外の資源の活用により、閑散期の受入につなげていきたい。
シニアは春先にも動き、花や食などを楽しんでいただける。

• 教育旅行は受入キャパの減少等が課題となっているが、海外
は国内より小規模なので受入できるかもしれない。

• 供給が限られるので、島で取れた魚や野菜は閑散期である春
の方が提供しやすい。

• 渡嘉敷村アプリを積極的に活用するべき。事業者に更新を促
す必要がある。

• 島での米作り・行事への一部参加体験や、料理体験など
の提供は引き続き考える余地がある。

• 農漁業と観光はセットで取り組む必要がある。

• 事業者や住民の意見をとりまとめ、行政に要望・交渉をす
る機能が、観光協会に求められているのではないか。

• Webでの販売に力を入れていきたい。

• コロナ後に取組が継続できていない事業
者もある。

• 教育旅行は、島内の事業者が集まって取
り組んだ成功事例だが、その経験を共有し
ていない世代も増えている。

• 通年で島に住みたい方が増えている一方
で、休業も必要。閑散期対策なども根拠
が必要。

• 本島北部の開発が脅威となっている。

• 事業の受け皿となる観光系の組織を強化
する必要がある。

• 保険などのリスク対応はインバウンド受入に
あたって懸念事項。

• 那覇から船で送客するマリン事業者により、
海が汚れたりウミガメが遠ざかっている。規
制することもできない。

• 電動キックボードによるケガが相次いでおり、
注意が必要。

• 施設の老朽化が進んでいるが、建設業の
人手不足などで改修が進んでいない。

• 島に移住し、働きたい方のために住宅の整
備が必要。

• 都市部での便利さに勝る大きな魅力がな
ければ、人材を獲得できない。

• 島外からの環境協力税を引き上げる必要
があるのでは。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

▮②-1 基礎データの収集・分析

令和５年度の観光振興計画策定に際して、オープンデータを取りまとめて分析ができるExcelフォーマットを

作成した。本業務ではこれを活用し、渡嘉敷村への来訪動向等のオープンデータを整理し、後述の「渡嘉
敷村の観光を考える会」等で共有した。

▼基礎データ集サンプル

単位：万人

出典：沖縄県観光政策課「入域観光客概況」

沖縄県の入域観光客数
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⚫ コロナ前の2018～19年度は、入域客数のおよそ1/3が外国人だったが、訪日旅行の規制がなくなった
2023年以降も、コロナ前の水準まで回復していない。

⚫ 日本人の入域者数は、2022年から月間50万人以上とコロナ前の水準に近付き、回復・微増が進んでいる。

593 562 578

692

769

635
695

637 612

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019

2023

2024159 149
170

223 235
196 192

174
197

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



38

[百万人]

（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

出典：渡嘉敷村那覇事務所データベース

渡嘉敷村の入域客数

⚫ 7月・8月には、日本人・外国人とも大きく伸び、7月には1.8万人、8月には2.1万人（昨年度の約１．５倍）の
入域観光客数となった。

⚫ 外国人が占める割合が高くなり、11月までは入域者のほぼ1/3以上が外国人、5月に関してはほぼ半数が
外国人となった。
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⚫ 2024年度の入域者数は、日本人・外国人の合計では、2023年度の同月を上回る月が多くなった。
⚫ 日本人は6～8月を除いて前年をやや下回っている一方、外国人は4～10月で前年を上回った。

なお、11月から12月は、日本人・外国人とも前年同月を下回った。
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➡渡嘉敷村は県全体と比べて、入域者数の季節波動が大きいことが確認できる。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

出典：渡嘉敷村那覇事務所データベース

渡嘉敷村の入域者数に占める外国人の構成比
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⚫ 外国人の構成比は2023年と2024年で主要な国籍の割合はほとんど変わらない。
⚫ 東アジアでは、韓国・台湾の割合が微減し、中国の割合が微増した。
⚫ 欧米豪では、米国の割合が微減して欧州の割合が微増している。

▮②-2 観光客アンケートの実施

調査名 渡嘉敷村観光アンケート調査

調査項目 観光客属性、来訪目的・ニーズ、消費予算・支出動向、他地域訪問動向、満足度 等

調査対象
日本人・訪日外国人旅行者
※調査対象地域居住者は調査対象者から除く

調査方法
インターネット上にアンケート回答サイトを作成し、サイトにアクセスできるQRコードを記
載したポスター・チラシ等を村内の各施設等に掲示する。（日本語・英語・簡体字・繁体字・
韓国語）

調査時期 ６～３月※2024年度はトライアル実施

調査場所 フェリーターミナル・シートポケットや村内で協力いただける施設内外での掲示

回答率向上に
向けた取組

全員 絶景待受画面をもれなくプレゼント
抽選 渡嘉敷村特産品

※5,000円相当✕20名（応募は２月２０日までとし、日本在住者のみ応募可）

⚫ 第二次観光振興計画策定のために実施した来訪者アンケートをアレンジの上実施。渡嘉敷村の観光客の
属性・ニーズや動向を短期サイクルで把握し、観光振興の進捗管理や課題の把握・今後の施策（例：プロ
モーションの方向性）等の検討につなげることを目的として取り組んだ。

⚫ 取得したデータを「渡嘉敷村の観光を考える会」等で共有し、村のみならず、商工会・観光協会や村内事業
者も含めた観光振興に向けた検討素材として活用した。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

アンケート内容（1/3）

※実際の調査は、Webフォームのみで行った。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

アンケート内容（2/3）

※実際の調査は、Webフォームのみで行った。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

アンケート内容（3/3）

※実際の調査は、Webフォームのみで行った。



43

（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

アンケートの回答促進策

⚫ ポスター（A3・A4・A5サイズ）と三角POPを制作し、村内事業者等に協力を頂き、フェリー座席ポケットや村内
の事業者・店舗等で掲出した。

⚫ 渡嘉敷村オリジナルのスマホ用待受画像を全員に、渡嘉敷村特産品を抽選で（※国内在住者のみ）提供す
ることで、回答のインセンティブとした。

アンケート制作の工夫

⚫ Google Formで作成し、リアルタイムで回答結果を集計・可視化できる状態にした。

⚫ 本年度はトライアル調査と位置付け、次年度以降、ピーク期を含む通年でのアンケート調査を通して季節ごと
の入込状況や来訪形態の比較・より精度の高いデータ収集等につなげられるよう、Google Formや集計シー
ト等を引き継げる状態で作成した。

⚫ 調査は日本語・英語・繁体字・簡体字・韓国語で実施し、外国人の回答も集めた。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

１）基本情報

｜回答者数

⚫ 年末年始や渡嘉敷マラソンが行われた日の回答が特に多かったが、毎日数名から十数名の回答があった。

｜回答者の属性
⚫ 来島の目的は8割近くが「観光・旅行」（※自由記述で、ほぼ観光と同義とみられる回答もある）。
⚫ 回答者の年齢は、日本語では50代が3割弱で最も多く、30代が次に多いが、海外では20代に4割が集中し、

30代と併せておよそ2/3が20～30代である。

⚫ 渡嘉敷マラソンでは比較的年齢層の高い参加者が集まったため、全体的な年齢層が引き上げられたと推
測できる。

｜居住地・人数
⚫ 居住地は4割以上が関東地方で、沖縄県内が約1/4と続く。なお、外国語の回答では、東アジア（中国・台
湾・香港）が最も多く、欧州・インド・北米・中南米など幅広い回答があった。

⚫ 同行者は、国内・海外いずれも「2人」が最も多く、半数近くを占める。
国内は約1/4が「ひとり」で、海外と比べて3～5人の割合が低く、グループの規模が小さい傾向にある。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

１）基本情報

｜職業・来島経験

⚫ 職業は、海外で学生の比率が約1/4と高めであり、年齢層の低さと合致する。長期休暇や留学を活用して日
本を訪れていると考えられる。

⚫ 海外の方の訪日回数をみると、県全体よりも、訪日経験の浅い方の比率がやや高い。

⚫ 渡嘉敷村への訪問回数は、国内でも約6割が初めてで、海外でも9割以上が初めて。

２）滞在方法等

｜滞在日数
⚫ 旅行全体の滞在日数は、日本人では3～4日が最も多くほとんどが1週間以内である一方、海外の滞在日数
は30日以上が約1/4と最も多い（5日間にもう一つのピークがあり、近距離アジアの方が多いと推測）。

⚫ 渡嘉敷村での滞在日数は、国内・海外とも1日（日帰り）が最も多いが、国内では4割、海外では8割と差があ
る。なお、宿泊の日数も日数が多いほど割合が少ない。

＊訪県外国人の訪日経験は、観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに作成
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

｜宿泊場所・島外の訪問先

⚫ 宿泊先は、国内で「ホテル・ペンション」の割合が特に高い。

⚫ 渡嘉敷村以外の訪問場所は、「本島（那覇以外）」が海外で64.0%、国内で42.1%など、全体的に海外の方が
周遊が活発。これは、旅行全体の滞在日数の長さが関係していると考えられる。

｜村内の訪問場所・来村動機
⚫ 来訪場所は阿波連ビーチが国内外とも約8割と最も多く、渡嘉志久ビーチが約5割と続く。

⚫ 国内の方が、島内での滞在日数が長い割には来訪箇所があまり多くなく、海外の方は短い滞在でも多くの
場所をめぐっている。

⚫ 見花原園地／遊歩道は比較的港からのアクセスが良いものの、国内・海外とも1割前後にとどまり、認知度
が低い可能性が考えられる。

⚫ 来訪動機は「自然の風景を楽しむため」が海外で86.0%と特に高く、「同行者と、または一人で過ごす時間を
楽しむため」も60.0%と高い。マリアンアクティビティや動植物への関心も高いが、「国立公園を訪れたい」割
合は国内と同様に低い。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

｜体験

⚫ 海外では「ウォーキングツアー」が36.0%、「自然観察・バードウォッチング」が32.0%と国内で最多の「ダイビン
グ・シュノーケリング」を上回っている。

⚫ 海外の方は、海のアクティビティ「以外」にも関心が高いと言える。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

３）島内での消費

｜消費額（予定と実際）

⚫ 消費額の予定と実際の支出を比べると、一人当たりは平均で国内で約1,600円、海外で約5,000円のギャップ

が平均で見られる。予算として構えていながらも、何らかの理由で支出しなかった差額であり、これは販売機
会ロスとみることもできる。1万人の入域客数に引き直すと、国内1,600万円・海外5,000万円のロスが出てい
ると言うこともできる。

⚫ 分布をみても、国内外とも予定では「1～1.5万円」が最も多いが、実際では「1,000～5,000円」が多くなる。

｜消費内容（予定と実際）

⚫ 消費の内訳について、国内においては、「島内での移動」「お土産（島のクラフト品・Tシャツ・雑貨など）」で5.5
ポイント、「お土産（お菓子・島でとれた農水産物を使った食べ物）」で4.1ポイントのギャップが出ている。

⚫ 海外においては、「お土産（島のクラフト品・Tシャツ・雑貨など）」で14ポイント、「昼食」、「カフェ・スイーツ」、
「お土産（お菓子・島でとれた農水産物を使った食べ物）」で6ポイントのギャップが出ている。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

４）満足度

⚫ 渡嘉敷村での様々な項目で満足度*を訪ねたところ、自然景観・風景が国内で4.7、海外で4.8と最も高く、他
の項目もほとんどで4.0を超えて高い満足がうかがえる。

⚫ 満足度が4.0未満の項目をみると、国内・海外とも「お土産・物産品」があげられ、後述する自由記述の内容と

も合致している。また、国内では「パンフレットやインターネットの情報量」や、受入環境に関する項目で全体
的に満足度が低めになっている。

５）情報接点

⚫ 来訪を決めたタイミングは、国内では「渡嘉敷村がメイン」が約4割と最も多い一方で、海外では「沖縄に行く
ことを先に決めた」「沖縄旅行中に決めた」があわせて約8割と目立つ。滞在日数の長さも関係していると考え
られる。

⚫ 情報源としては、国内で「県・村等のWebサイト」、海外では「地図アプリ」がいずれも約4割と最も多い。

⚫ 「SNSで情報収集した」割合は、国内外とも約半数で、Instagramが最も多いほか、海外ではREDが目立つ。
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（３）観光データの基礎調査・分析について1．渡嘉敷村観光受入体制整備

６）その他

｜再訪意向・村の観光に関する取組

⚫ 村の取組（集落の街灯設置・ライフセーバー等の配置）については、おおむね満足／賛同いただいている。

⚫ 渡嘉敷村への再訪意向を訪ねたところ、「1年以内に訪れたい」という最も強い意向を選んだ方が国内では約
4割と最も高くなった。

｜自由記述

⚫ 良いコメントでは、島での人との交流やおもてなし、食事、アクセスの良さ、利便性なども見受けられた。

⚫ 渡嘉敷マラソンでのおもてなしや応援などもコメントが目立ち、イベント参加者の高い満足が見受けられる。

⚫ 不満ポイントは、悪天候で景色を楽しめなかったといったものが目立つが、食とお土産の不足に関するコメン
トも見られた。

【自然・景観】
海がきれい、海が青い、景色が美しい、など（多数）

【人】

島の方が皆さん親切に話しかけてくださってとても嬉しかった
です！
すれ違った少年が挨拶してくれたこと

【渡嘉敷マラソン】
住人の皆さんが温かく接してくださったこと。
マラソンの沿道での声援には感動しました！

【食】
ご飯が美味しい、カフェのクォリティが高い
食事の値段が良心的&味もとても美味しかったです。

【アクセスの良さ】

阿波連ビーチを散策しましたが海が綺麗で展望台やご飯屋さ
んなど、すべて徒歩で移動できたこと。
東京の方にPRが足りていないと思う。船でしか行けないが、

時間的には本島の北に行くよりも早い。綺麗な海を見るなら
こっちに来たほうが良い。

【利便性】
キャッシュレス決済が使える

【体験】

食事場所が少ない。冬なので、海以外の楽
しみを期待していたがどこをどう楽しむべき
かわからなかった。美しい景色の中でのん
びりできる場所を作って欲しい。

【お土産】
お土産が乏しい(腐る物ではないのでタオル
やTシャツなど充実させて欲しい)

農作物、野菜、果物の地元産のものが手に
入らなかった。直売所がほしい。

【食】
飲食店が少ない（多数）

【情報／交通】

レンタサイクルなどの情報が分からない。
特に休みの日、年末年始はどうか分からず、
現地で探した。

【その他】

天候が悪く、景色を楽しめなかった・体験が
できなかった（多数）

感動・期待以上（日本語の回答）※抜粋 がっかり・期待以下（日本語の回答）※抜粋
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＜出展実績＞

No. 開催時期 期間 イベント名 場所

① 令和６年９月21日～23日 ３日間 OZの女子旅 東京都

② 令和６年９月26日～29日 4日間 ツーリズムEXPOジャパン 東京都

③ 令和６年11月15日～17日 3日間 離島フェア 沖縄県

④ 令和７年２月１日 １日間 とかしきマラソン 沖縄県

⑤ 令和７年２月８～11日 ４日間 とかしきマルシェ 沖縄県

①②

③④⑤

実施エリア

▮ 実施概要

▮ 村内外で開催されるイベント等における必要なサポートの実施について

（1）-1 「イベント出展サポート」

観光振興計画
の位置付け

５．渡嘉敷村の魅力を効果的に伝え、人を呼び込むプロモーション実施【誘客プロモーション】
└(２)誘客プロモーション活動の推進

└ ①修学旅行の誘致
②誘客イベントへの参加

内容

• ターゲットを明確化し、出展するイベントを渡嘉敷村様と協議のもと決定。
• 出展時のサポート体制（PR ツール制作、 村PR及びサンプリング等 ※最低 1 名の随

行が必要）を実施。

・出展したイベント下記5 イベント
（県内 3イベント 県外2イベント ）
・PR ツールの制作

４．実施概要（観光誘客業務）

東京都
OZの女子旅
ツーリズムEXPOジャパン

沖縄県
離島フェア
とかしきマラソン
とかしきマルシェ
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

●OZの女子旅EXPO

【イベント概要】
⚫開催地：東京都
⚫会 場：丸の内ビルディング１F マルキューブ
⚫開催時期：令和６年９月21日（土）～９月23日（月）
⚫内容：
沖縄観光コンベンションビューローさん協賛のイベントにて来場者向けにア
ンケートを実施。
渡嘉敷村の周知度を図るとともに、プロモーションを兼ねる事がねらい。
アンケートを回答した方にデジタルガチャでノベルティをプレゼント。

⚫配布ノベルティ一覧
防災ボトル７点セット
サコッシュ
フォールディングファン
種付えんぴつ
ポケットティッシュ

⚫アンケート参加延べ人数 262名

OZの旅EXPOとは
日本の様々な魅力を発信する体験型イベント。
『オズマガジン』『オズモール』各編集部とインフルエンサー『オズレポー
ターズ』が、日本の様々な魅力を発信する体験型イベント『オズの旅EXPO』。
昨年に続き、今年も9月21日（土）～9月23日（月・祝）に開催いたします。
様々なブースや体験コーナー、試飲や試食、ワークショップを通じて“旅に出
たくなる気持ち”を喚起する３日間。

４．実施概要（観光誘客業務）

【出展ブース一覧】

沖縄観光コンベンションビューロー
株式会社商船三井さんふらわあ
九州旅客鉄道株式会社
スターツホテル開発株式会社
東京諸島観光連携推進協議会
星野リゾート

【出展ブース配置】



53

（1）-1 「イベント出展サポート」

●OZの女子旅EXPO

４．実施概要（観光誘客業務）

A4ラミネート（英語）A4のラミネート（日本語）

A３ラミネート（日本語） A３ラミネート（英語）

A３ラミネート（日本語） A３ラミネート（英語）

【製作物一覧】
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（1）-1 「イベント出展サポート」

●OZの女子旅EXPO

４．実施概要（観光誘客業務）

【当日写真】
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ツーリズムEXPOジャパン(TEJ)とは「世界の観光・ツーリズムをリードす
る」総合観光イベントです。様々な産業界関係者が「観光」を軸に集
結し、海外・国内・訪日の観光振興、地域活性化を目指し、ビジネス
の場として展示会や商談会、消費者向けのプロモーション、ダイレクト
マーケティングの機会を提供します！

【イベント概要】

●ツーリズム EXPO ジャパン

⚫開催地：東京都

⚫会 場：東京ビッグサイト

⚫開催時期：2024年9月26日(木)～9月29日(日)

⚫内容：来場者向けにアンケートを実施。

渡嘉敷村の周知度を図るとともにプロモーションを兼ねる事が狙い。

アンケートを回答した方にデジタルガチャでノベルティをプレゼント

⚫配布ノベルティ一覧

防災ボトル７点セット

タイベックポーチ

サコッシュ

フォールディングファン

種付えんぴつ

ポケットティッシュ

⚫アンケート参加延べ人数 700名

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）
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●ツーリズム EXPO ジャパン

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

【会場レイアウト】

【当日写真】
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●ツーリズム EXPO ジャパン

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

A4ラミネート（手持ち用_日本語） A4ラミネート（手持ち用_英語）

A３ラミネート（掲示用・横） A３ラミネート（掲示用・横）

A３ラミネート（掲示用・縦） A３ラミネート（掲示用・縦）

【製作物一覧】
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●ツーリズム EXPO ジャパン

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

【製作物一覧】

防災ボトル７点セット（250個）

フォールディングファン（500個）

タイベックポーチ（300個）

ポケットティッシュ（1000個）
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

⚫ 開催地：沖縄
⚫ 会 場：沖縄セルラーパーク那覇
⚫ 開催時期：2024年11月15日（金）～17日（日）

⚫ 内容：離島フェアの来場者向けにアンケートを実施。

渡嘉敷村の周知度を図るとともにプロモーションも兼ねる事が狙い。

アンケートを回答した方にデジタルガチャでノベルティをプレゼント

⚫ ノベルティ一覧

保冷トートバック

サコッシュ

フォールディングファン

種付えんぴつ

ポケットティッシュ

⚫ アンケート参加延べ人数 378名

「離島の息吹を感じよう！特産品の祭典」をキャッチフ
レーズに、今年で36回目を迎える「離島フェア2024」
を開催いたします。

昨年に続き、島の資源に創意工夫をこらした「特産
品展示即売」、島自慢のグルメを味わう「離島食堂」、
島以外では観る機会の少ない「伝統芸能特設ステー
ジ」に加え、たくさんの企画をご用意しております。

【イベント概要】

４．実施概要（観光誘客業務）

●離島フェア2024
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【制作物一覧】

４．実施概要（観光誘客業務）

●離島フェア2024

A3ラミネート（日本語・横）２枚

A3ラミネート（英語・横）２枚A3ラミネート（日本語・横）２枚

A3ラミネート（英語・横）２枚
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【制作物一覧】

４．実施概要（観光誘客業務）

●離島フェア2024

A４ラミネート（日本語・縦）4枚 A４ラミネート（英語・縦）4枚

A３ラミネート（日本語・縦）２枚
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【制作物一覧】

４．実施概要（観光誘客業務）

●離島フェア2024

のぼり３種類×各２枚＝計６枚

クリアファイル① 5000部 クリアファイル② 5000部
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【当日写真】

４．実施概要（観光誘客業務）

●離島フェア2024
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

●とかしきマラソン

⚫ 開催地：沖縄
⚫ 会 場：渡嘉敷村
⚫ 開催時期：2025年2月1日（土）
⚫ マラソンの参加者（約700名）向けにアンケートを実施。

アンケートを回答した方にデジタルガチャでノベルティをプレゼント

⚫ ノベルティ一覧

保冷トートバック

種付えんぴつ

ポケットティッシュ

ポストカード

⚫ アンケート参加延べ人数 19名

本大会は、日頃健康ランニングで体力づくりに励んでいる県内外のランナーを迎え、
風光明媚な島の自然景観のなかで、起伏の激しいコースにトライし走破する喜びを
体感し、健康の増進、青少年の健全育成及び参加者の体力の向上を図るととも
に、スポーツイベントをとおして、参加者並びに大会をサポートするボランティアと村民
の親睦と融和を図り、倂せて地域の活性化に寄与することを目的として開催する。

【イベント概要】

４．実施概要（観光誘客業務）

【当日写真】



65

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

●とかしきマラソン

【制作物一覧】

４．実施概要（観光誘客業務）

A3ラミネート（日本語） A3ラミネート（英語）

A3ラミネート（日本語） A3ラミネート（英語）

A3ラミネート（日本語） A3ラミネート（英語）
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【イベント概要】
⚫ 開催地：北谷町
⚫ 会 場：サンセットウォーク北谷沿い

ボードウオーク
⚫ 開催時期：

2025年2月8日（土）～11日（火）
⚫ 内容：渡嘉敷村の特産品の販売

来場者アンケートを実施。
アンケートを回答した方にデジタルガチャでノベルティをプレゼント

⚫ 配布ノベルティ一覧
防災ボトル７点セット
タイベックポーチ
フォールディングファン
ポケットティッシュ
ポストカード

⚫ アンケート参加延べ人数 230名

本島内で渡嘉敷村の特産品を販売し、特産品のPR及び県内外の観光誘
客につなげるのが狙い。県外からの観光客も多く、週末には多くの県民も集ま
るデポアイランドならPRと観光誘客に繋がる。

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【チラシ設置】

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

1．レクー沖縄北谷スパ&リゾート
日本語２０枚 英語１０枚

4．VESSEL HOTEL CAMPANA OKINAWA

日本語２０枚 英語１０枚

2．ヒルトン沖縄北谷リゾート
日本語２０枚 英語１０枚

5．ココシャスモンパ
日本語２０枚

3．ラ・ジェント・ホテル 沖縄北谷
日本語２０枚 英語１０枚

6．コンドミニアムホテルモンパ
日本語２０枚

⚫ イベント告知のため、事前にアメリカンビレッジ周辺ホテル及び施設（９ホテ
ル・１施設）へチラシ(日本語2２0枚/英語６0枚）を設置してイベントへの誘客
を図った。
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【アメリカンビレッジと各施設の配置図】

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

7．MBギャラリーチャタン by ザ・テラスホテルズ
日本語２０枚 英語１０枚

9．サンセットビーチホテル
日本語２０枚

8．北谷町観光情報センター
日本語４０枚

10.ザ・ビーチタワー沖縄
日本語４0枚 英語10枚

MBギャラリーチャタン
by ザ・テラスホテルズ

北谷町観光
情報センター

レクー沖縄北谷
スパ&リゾート

【チラシ設置】

サンセットビーチ
ホテル



69

（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【イベント告知】
⚫ 美らはまつーしんさんのウェブサイトやInstagram、Yahoo！

ニュース、LINEニュース等でとかしきマルシェの告知を実施

美ら浜つーしん
https://churahama-
t.com/archives/26826076.html

Yahoo!ニュース
https://news.yahoo.co.jp/expert/a
rticles/047c37a5a473252b55f43d9
2bd17f56ce96a11e6

Instagram
https://www.instagram.com/chura
hama_t/

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fchurahama-t.com%2Farchives%2F26826076.html&data=05%7C02%7Cri_uehara%40okw.jtb.jp%7C9cc81b09894b4c5d3f2b08dd45231c8e%7Ccea04946421d42f9854101db3469d389%7C0%7C0%7C638742739311541577%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=YzXSHbU9iNcLO8IKLxBTxHx76j59Q7AdNhOkEwIuz4E%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fnews.yahoo.co.jp%2Fexpert%2Farticles%2F047c37a5a473252b55f43d92bd17f56ce96a11e6&data=05%7C02%7Cri_uehara%40okw.jtb.jp%7C9cc81b09894b4c5d3f2b08dd45231c8e%7Ccea04946421d42f9854101db3469d389%7C0%7C0%7C638742739311563258%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=jgAzR%2BgEhln9L9DmgV8iBqfaxlVtUSdV36jeFrLLZDs%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.instagram.com%2Fchurahama_t%2F&data=05%7C02%7Cri_uehara%40okw.jtb.jp%7C9cc81b09894b4c5d3f2b08dd45231c8e%7Ccea04946421d42f9854101db3469d389%7C0%7C0%7C638742739311588400%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=smGnZjPxzJ5%2FHXFLj2cOO0UdcP1on3tA2mJMTCcHX4I%3D&reserved=0
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【イベント告知】

LINEニュース
https://news.line.me/detail/oa-churahama/f5jljudpuujw

https://news.line.me/detail/oa-churahama/f5jljudpuujw
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【制作物一覧】

A3/A4ラミネート
（日本語）

A3/A4ラミネート
（英語）

A2ポスター（日本語） A2ポスター（英語）

A5チラシ_表
（日本語）

A5チラシ_裏
（日本語）

A5チラシ_裏
（英語）

A5チラシ_表
（英語）

A3ラミネート
（日本語）

A3ラミネート
（英語）
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【当日写真】

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island
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（1）-1 「イベント出展サポート」

▮ サポートを実施したイベント

【当日写真】

４．実施概要（観光誘客業務）

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island
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イベント会場にて、来場者に簡単なアンケート調査を実施。回答いただいた方には「渡嘉敷村オリジナルノベルティのイン
センティブ」をご用意し、回収率の向上を目指す。人気を集めるためタイムセール的な「限定的」な配布方法を想定する。
JTBオリジナル販促ツール・Taviewを活用しより多くの方に回答して頂けるような組みをつくる。

主な調査項目案

⚫ 属性（年齢／性別／居住地（出身地）など）

⚫ 旅行情報の収集手段

⚫ 旅の目的地決定の際、参考にするもの

⚫ 渡嘉敷村の認知度・渡嘉敷村への来訪経験

⚫ 渡嘉敷村に来てしたこと、したいこと

⚫ 来訪したい時期、誰と来訪したいか等

⚫ 慶良間諸島が国立公園に指定されている事の認知度

▮ ノベルティ配布方法・アンケート調査

※ノベルティの詳細は別ページご参照

渡嘉敷村オリジナルノベルティのプレゼント

（1）-1 「イベント出展サポート」

・調査方法：QRコードを読み込み、
携帯の端末よりオンライン回答

・アンケート数：12問
・回収目標サンプル数：1000サンプル

QRコード読み込み後

アンケートを回答 回答後、ルーレットをまわす
当たり：フォールディングファン（例）

はずれ【全員】：ポストカード（例）

アンケート回収後

のデータ分析

※アンケート調査項目については、事業受託後 渡嘉敷村様と協議の上決定します。

４．実施概要（観光誘客業務）


